
 

第
九
回
退
職
者
の
会
バ
ス
ハ
イ
ク 

 

 
 

 
 

被
災
地
の
一
日
も
早
い
復
興
の
願
っ
て 

 

第
９
回
目
と
な
り
ま
し
た
恒
例
の
バ
ス
ハ
イ
ク
で

す
が
、
今
回
は
熊
本
大
地
震
か
ら
１
年
半
が
過
ぎ
た
被

災
地
阿
蘇
地
域
と
阿
蘇
神
社
な
ど
を
被
災
地
支
援
も

兼
ね
て
訪
ね
ま
す
。 

今
年
８
月
27
日
に
は

念
願
の
南
阿
蘇
に
通
じ
る

長
陽
大
橋
が
国
直
轄
工
事

で
完
成
し
通
行
可
能
と
な

り
ま
し
た
。
し
か
し
、
ま
だ
ま
だ
多
く
の
道
路
が
通
行

止
め
と
な
っ
て
お
り
不
便
な
生
活
が
続
い
て
い
ま
す
。

特
に
基
幹
産

業
の
農
業
で

施
設
被
害
が

大
き
か
っ
た

西
原
村
な
ど

で
は
水
管
理

な
ど
で
復
旧

工
事
が
遅
れ

て
い
る
地
域

も
多
く
作
付

を
諦
め
る
な

ど
の
支
障
も

出
て
い
ま
す
。 

今
回
は
、
大

観
峰
か
ら
雄
大
な
阿
蘇
を
眺
め
、
復
旧
が
進
む
阿
蘇
神

社
と
水
基
め
ぐ
り
を
し
て
、
阿
蘇
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル
で
昼

食
・
交
流
し
ま
す
。
そ
の
後
、
阿
蘇
と
九
重
の
紅
葉
す

る
山
並
み
を
楽
し
み
な
が
ら
大
山
町
を
経
由
し
て
戻

り
ま
す
。
道
路
通
行
止
め
が
多
く
時
間
が
か
か
り
南
阿

蘇
・
西
原
村
を
訪
ね
る
こ
と
は
出
来
ま
せ
ん
が
九
重
・

阿
蘇
の
自
然
に
ふ
れ
な
が
ら
一
日
も
早
い
復
旧
・
復
興

を
願
い
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 
 

日
時 

11
月
18
日
（
土
） 

 
 
 
 
 
 
 

午
前
７
時
50
分
集
合 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

８
時
00
分
出
発 

 
 

集
合 

市
役
所
本
庁
玄
関
前 

 
 

場
所 

阿
蘇
と
内
牧
温
泉 

 
 

昼
食 

内
牧
温
泉 

 
 
 
 
 
 
 
 

阿
蘇
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル 

 
 

参
加
費 

５
０
０
０
円 

 
 

申
込
締
切 

11
月
10
日
ま
で 

 
 

市
職
労
書
記
局
ま
で 

 
 

電
話 

７
１
１ 

４
９
４
０ 

F
a
x
 

７
１
４ 

４
０
１
３ 

（
注
意
）
貸
し
切
り
バ
ス
の
料
金
制
度
が
安
全
確
保
の

た
め
改
定
に
な
っ
た
こ
と
か
ら
高
く
な
り
ま
し
た
。
尚
、

当
日
キ
ャ
ン
セ
ル
は
全
額
負
担
、
前
日
キ
ャ
ン
セ
ル
は

半
額
負
担
と
な
り
ま
す
の
で
ご
理
解
願
い
ま
す
。 

＊
多
く
の
皆
様
の
参
加
を
よ
ろ 

し
く
お
願
い
し
ま
す
。 

主
な
行
程
と
時
間 

 

７
時
50
分 

市
役
所
本
庁
玄
関
前
集
合 

 

８
時
00
分 

 
 

出
発 

 
 
 

高
速
道
路 

玉
名
Ｐ
～
菊
水
Ｉ
Ｃ 

 
 
 

大
観
峰
を
経
由 

 

10
時
30
分 

阿
蘇
神
社
（
案
内
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
） 

 
 

だより
No ４０ 
2017.９.14 

倒壊した阿蘇神社の社殿などの復旧を願います。 



 
 
 
 
 
 
 

社
殿
・
水
基
め
ぐ
り 

 
11
時
40
分 

出
発 

 
12
時
00
分 

阿
蘇
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル
（
昼
食
） 

 

14
時
00
分 

出
発 

 

14
時
40
分 

下
城
の
滝
・
大
イ
チ
ョ
ウ 

 

15
時
45
分 
大
山
ひ
び
き
の
郷 

 

18
時
30
分 

市
役
所
玄
関
前 

 

《
５
回
セ
カ
ン
ド
ラ
イ
フ
・
サ
ロ
ン
の
報
告
》 

認
知
症
を
予
防
す
る
生
活
習
慣 

 

市
職
労
退
職
者
の
会
で
は
８
月
８
日
午
前
11
時
か

ら
天
神
芙
蓉
に
お
い
て
18
名
の
参
加
で
、
中
央
区
役

所
地
域
保
健
福
祉
課
の
平
山
く
み
こ
係
長
か
ら
「
認
知

症
に
な
ら
な
い
た
め
の
生
活
習
慣
に
つ
い
て
」
と
題
し

て
１
時
間
の
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。 

 

平
山
さ
ん
は
、
は
じ
め
に
認
知
症
を
正
し
く
知
る
こ

と
が
必
要
で
す
と
し
て 

１
年
前
に
比
べ
て
、
①
物
覚
え
が
悪
く
な
っ
た
。

②
集
中
力
が
無
く
な
っ
た
。
③
段
取
り
が
悪
く
な
っ
た

な
ど
の
症
状
が
顕
著
な
ら
一
度
医
師
に
相
談
し
て
み

て
く
だ
さ
い
と
は
な
さ
れ
、
こ
れ
ら
の
症
状
の
具
体
的

な
内
容
に
つ
い
て
説
明
が
さ
れ
ま
し
た
。 

そ
し
て
認
知
症
に
は
、
「
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
型
の
よ

う
に
ゆ
っ
く
り
進
行
し
、
体
も
気
持
ち
も
元
気
な
ま
ま

な
の
で
気
づ
き
に
く
い
。
男
性
よ
り
女
性
に
多
い
も

の
」、「
脳
血
管
に
障
害
が
起
こ
る
こ
と
が
原
因
で
頭
痛

や
め
ま
い
の
自
覚
症
状
が
あ
り
、
比
較
的
男
性
に
多
く

見
ら
れ
る
も
の
」、「
そ
の
他
に
甲
状
腺
の
疾
患
や
水
頭

症
、
ビ
タ
ミ
ン
Ｂ
12
の
欠
乏
な
ど
の
病
気
が
原
因
で

お
こ
る
も
の
な
ど
様
々
な
種
類
が
あ
る
こ
と
が
説
明

さ
れ
ま
し
た
。 

 

そ
し
て
、
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
で
脳
機
能
を
ア
ッ
プ
さ
せ

る
た
め
に
日
頃
か
ら
集
中
的
に
使
っ
て
鍛
え
て
お
く

こ
と
が
大
切
だ
と
し
て
、
①
計
画
立
案
（
旅
行
や
買
い

物
、
料
理
の
手
順
、
目
標
を
立
て
て
行
動
す
る
こ
と
）
、

②
注
意
力
分
割
（
複
数
の
こ
と
を
同
時
に
行
う
こ
と
）
、

③
エ
ピ
ソ
ー
ド
記
憶
（
出
来
事
を
記
憶
し
、
そ
れ
を
思

い
出
し
て
記
録
す
る
。
２
日
遅
れ
で
日
記
を
つ
け
る
な

ど
）
に
取
り
組
ま
れ
る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。 

ま
た
、
脳
の
健
康
を
考
え
て
食
事
も
栄
養
バ
ラ
ン
ス

に
気
を
付
け
て
、
①
塩
分
の
取
り
す
ぎ
に
注
意
す
る
、

②
青
魚
は
動
脈
硬
化
を
防
ぐ
成
分
が
多
い
、
③
野
菜
や

果
物
な
ど
ビ
タ
ミ
ン
が
多
く
含
ま
れ
る
も
の
は
ア
ル

ツ
ハ
イ
マ
ー
型
の
予
防
に
効
果
が
あ
る
な
ど
の
話
が

さ
れ
ま
し
た
。 

 

退
職
者
の
会
会
費
の
納
入
に
つ
い
て 

 

２
０
１
７
年
３
月
末
で
60
歳
定
年
退
職
さ
れ
ま
し

た
市
職
労
組
合
員
の
皆
様
に
は
、
引
き
続
き
「
市
職
労

退
職
者
の
会
」
へ
の
参
加
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。 

 

市
職
労
退
職
者
の
会
は
、
組
合
員
の
皆
様
が
退
職
後

も
元
気
で
過
ご
さ
れ
る
こ
と
を
願
っ
て
、
会
員
の
皆
様

の
親
睦
と
交
流
を
目
的
に
一
〇
年
前
に
結
成
さ
れ
ま

し
た
。
年
１
回
の
総
会
と
歴
史
散
歩
、
軽
登
山
、
バ
ス

ハ
イ
ク
、
料
理
教
室
、
軽
ス
ポ
ー
ツ
な
ど
様
々
な
取
り

組
み
を
続
け
て
い
ま
す 

 

入
会
に
は
会
費
納
入
が
必
要
で
す
が
退
職
時
初
年

度
は
無
料
で
２
年
目
か
ら
五
年
分
で
三
〇
〇
〇
円
の

会
費
（
主
に
通
信
費
）
を
納
入
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま

す
。
現
在
、
送
付
し
て
い
ま
す
「
退
職
者
の
会
だ
よ
り
」

は
来
年
三
月
ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す
。
別
添
の
郵
便
振

替
用
紙
で
納
付
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。 

 

退
職
者
作
品
展
の
開
催
に
つ
い
て 

市
職
労
退
職
者
の
会
は
、
２
０
１
８
年
１
月
に
発
足

か
ら
10
周
年
目
を
迎
え
ま
す
。
そ
こ
で
役
員
会
で
は
、

こ
れ
を
記
念
し
て
会
員
の
皆
様
が
退
職
後
に
趣
味
と

し
て
始
め
た
陶
芸
、
書
画
、
写
真
、
パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
、

ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス
、
和
裁
・
洋
裁
な
ど
多
彩
な
分
野
の

作
品
を
一
堂
に
紹
介
す
る
退
職
者
作
品
展
を
開
く
こ

と
に
し
て
い
ま
す
。 

① 

開
催
日
（
予
定
） 

二
〇
一
八
年
一
月
一
九
（
金
）
～
二
一
日
（
日
） 

② 

会
場
（
予
定
） 

 

福
岡
市
文
学
館
（
通
称 

赤
レ
ン
ガ
館
） 

③ 

作
品
募
集
期
間 

二
〇
一
七
年
一
〇
月
二
〇
日
か
ら 

二
〇
一
八
年
一
月
一
〇
日
ま
で 

④ 

募
集
要
項
等
は
一
〇
月
二
〇
日
以
降
か
ら
配
布

し
ま
す
。
ご
希
望
の
方
は
市
職
労
書
記
局
又
は

市
職
労
退
職
者
の
会
役
員
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。 

⑤ 

第
３
回
準
備
会
に
つ
い
て 

日 

時 

10
月
26
日
（
木
）
11
時
よ
り 

会 

場 

市
職
労
書
記
局 


